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公布された条例のあらまし 

 

○ 滋賀県地域未来基金条例（条例第41号） 

１ 将来にわたって豊かな暮らしを持続的に享受することができる地域社会の実現に向け、地域資源を活用した多様

な産業の振興および雇用の機会の創出に資する事業の推進を図るため、滋賀県地域未来基金（以下「基金」という。）

を設置することとしました。（第１条関係） 

２ 基金として積み立てる額は、その積立てをする年度の一般会計歳入歳出予算（以下「予算」という。）で定める

額とすることとしました。（第２条関係） 

３ 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなければならないこととし、

基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができることとしました。（第３条

関係） 

４ 基金の運用から生ずる収益は、予算に計上して、基金に繰り入れることとしました。（第４条関係） 

５ 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間および利率を定めて、基金に属する現金

を歳計現金に繰り替えて運用することができることとしました。（第５条関係） 

６ 知事は、基金の設置の目的を達成するために必要な経費の財源に充てるために、予算の定めるところにより、基

金を処分することができることとしました。（第６条関係） 

７ この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、規則で定めることとしました。（第７条関係） 

８ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

○ 滋賀県使用料および手数料条例の一部を改正する条例（条例第42号） 

１ 建築基準法に基づく事務手数料について、特定業務施設等誘導地区における建築物の容積率等に関する特例の許

可の申請に対する審査の手数料を新たに設定することとしました。（別表第43関係） 

２ この条例は、この条例の公布の日または都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和８年法律第23号）の

施行の日のいずれか遅い日から施行することとしました。 

○ 滋賀県行政財産使用料条例の一部を改正する条例（条例第43号） 

１ 北部産業技術共創センター使用料に、新たに技術開発室および多目的室使用料を追加することとしました。（別

表関係） 

２ 北部産業技術共創センター使用料のうち、機械試験機器、環境機器および工作機器の使用料の額を改定すること

としました。（別表関係） 
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３ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

○ 滋賀県行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用等に関

する条例の一部を改正する条例（条例第44号） 

１ 個人番号を利用することができる事務として条例で定める事務のうち知事が利用することができる事務から「生

活保護法（昭和25年法律第144号）の規定に準じて行う生活に困窮する外国人に対する保護に関する事務であって規

則で定めるもの」を削除することとしました。（別表第１関係） 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

○ 滋賀県と滋賀県信用保証協会との損失補償契約に基づく回収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例の一部を

改正する条例（条例第45号） 

１ 産業競争力強化法（平成25年法律第98号）の一部改正による条項の移動に伴い、必要な規定の整理を行うことと

しました。（第３条関係） 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

○ ふるさと滋賀の風景を守り育てる条例の一部を改正する条例（条例第46号） 

１ 景観法（平成16年法律第110号）の一部改正による条項の移動に伴い、必要な規定の整理を行うこととしました。

（第11条および第13条関係） 

２ この条例は、この条例の公布の日または都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和８年法律第23号）の

施行の日のいずれか遅い日から施行することとしました。 

○ 滋賀県環境影響評価条例の一部を改正する条例（条例第47号） 

１ 滋賀県環境影響評価条例（平成10年滋賀県条例第40号）第５条の２から第52条までの規定が適用除外となる事業

のうち、災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第87条の規定による災害復旧の事業を同条の規定による復旧復興

（災害の復旧に限る。）の事業に改めることとしました。（第53条関係） 

２ この条例は、この条例の公布の日または防災庁設置法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（令和８年法

律第62号）の施行の日のいずれか遅い日から施行することとしました。 

○ 滋賀県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（条例第48号） 

１ 滋賀県立精神医療センターの病床数を104床に変更することとしました。（別表第１関係） 

２ 保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）第37条の２第２項第４号に規定する特定行為研修の受講料を新た

に設定することとしました。（別表第３関係） 

３ この条例は、令和９年３月31日から施行することとしました。ただし、２の規定は、同年４月１日から施行する

こととしました。 
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